
平成30年６月15日に施行される「住宅宿泊事業法」では、県に届出を行うことにより、
年間180日を限度として、地域を問わず住宅宿泊事業を行うことができることになっていま
すが、都道府県等は、住宅宿泊事業による生活環境の悪化を防止するため、条例により住宅
宿泊事業の実施を制限することができるとされています。

「沖縄県住宅宿泊事業の実施の制限に関する条例」は、同法に基づき、住宅宿泊事業によ
る生活環境の悪化を防止するため、市町村の意見を踏まえ、事業の実施を制限する区域等を
定めるものです。

※「沖縄県の休日を定める条例」に規定する休日を除きます。

同条例の施行日及び事業の実施を制限する区域及び期間は次のとおりです。

１ 条例施行日 平成30年６月15日

２ 制限する区域及び期間
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